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 このたびは本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

 本製品は充電式ドライバーを普段から使⽤されている⽅に向けて作られています。 
充電式ドライバーを使⽤したことがない⽅は事前に充電式ドライバーの使⽤⽅法を学んでください。 

 本製品の動⼒としてインパクトドライバーは使⽤できません。 

 本製品はロープアクセスおよびロープレスキュー⽤のプロフェッショナル専⽤機材です。 

 本製品は防⽔性能が IPX6 の充電式ドライバーと組み合わせることにより⾬天でも使⽤可能です。 

 本書では製品の正しい使⽤⽅法および点検⽅法を説明しています。 

 ご使⽤の前に必ずお読みいただき、使⽤⽅法を習得し正しく安全にお使いください。 

 最新の情報やその他の補⾜情報は下記で参照できますので、定期的に確認してください。 
https://kentechsystems.net/ 

 警告および注意事項に留意し、製品を正しく使⽤することは使⽤者の責任です。 
本製品の誤使⽤は危険を増加させます。 

 本書内で説明のために使⽤されている充電式ドライバーは、 
マキタ製 充電式ドライバドリル DF001GZ 並びにマキタ製 40Vmax リチウムイオンバッテリです。 

 ⽔に浸けたことのないロープや、新しいロープは、⽔に⼀晩以上浸けて陰⼲ししてからから使⽤してください。 
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各部の名称 
NSCPA-R TypeC™  

本製品は動⼒分離型 多⽬的機器です。 

充電式ドライバーがあれば、資材や⼈の引き上げ器具として使⽤できます。 

充電式ドライバーがなくても、資材や⼈の引き下げ器具として使⽤可能です。 

 

主な素材 

・主要部品︓ジュラルミン Ａ7075 

・減速機︓スチール 

・フロントカバー︓ナイロン樹脂 

使⽤限界荷重（WLL） 

・2.50kN 

※ 本製品に掛かる最⼤の荷重が 2.50kN ということです。 
どのような状況でも 250kg の物を引き上げられるという
ことではありません。 

ハンドルのポジションョン 

 

ロープのポジションとブレーキ 

 

 

正転︓時計回り  逆転︓反時計回り 

登⾼および引き上げ時の充電式ドライバーの回転は「逆転」です。 
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荷重が⼤きい場合のロープのポジション 

ホルン⼿前へ引き出したロープを、さらにホルン後
側へ折り返すもしくは、カラビナを介するなどして
抵抗を増やして下降してください。 

 

 

 

 

充電式ドライバー 

※ 詳細はメーカー取扱説明書参照 

 
  

折り返す 
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必要機材／付属品／別売品 
必要機材 数量 

NSCPA-R TypeC（本製品、ワンウェイクラッチ⼊⼒軸を含む） 1 

充電式ドライバー（別売） 1 

SRT（シングルロープテクニック）登下降システム（別売） 

（ロープは、Kenz シールド PRO もしくは マーローロープス社プロテック 500） 
1 

フォールアレストシステム（別売） 
（エネルギーショックアブソーバー付きモバイルフォルアレスターおよびライフラインもしくはディセン
ダーおよびライフラインなど） 

1 

⾼効率のベアリングが⼊ったエッジガードやプーリー（別売） 必要個数 

 
付属品 数量 

ワンウェイクラッチ⼊⼒軸 1 

取扱説明書（本書） 
※ 弊社ホームページからもダウンロード可能 1 

ケース 1 

 

※ 充電式ドライバーの付属品は、充電式ドライバーに付属の取扱説明書をご確認ください。 
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安全上のご注意 
 ここに⽰した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、使⽤者や第三者への危害や損害を未然に防⽌する 

ためのものです。 

 本製品の使⽤に関する重要事項及び注意事項に関しては、警告のマークがついています。 

 重要事項及び注意事項は次のように区分けされ、すべて重要な内容ですので必ずお守りください。 

 

危険や損害の程度を表すマーク 

 記載されている内容を守らなければ、ロープの切断や墜落により、⼈が死亡または重傷を負う危険がある事項 

 記載されている内容を守らなければ、ケガや障害事故の⽣じる危険がある事項 

 
記載されている内容を守らなければ、ケガや障害事故並びに製品が故障する危険のある事項 

 

守っていただく内容の種類を表すマーク 

 
してはいけない「禁⽌」の内容 

 

  
 

必ず実⾏していただく「強制」の内容 

 

 

 本書では、本製品を使⽤するための技術や使⽤⽅法に関していくつかの例を掲載しています。 

 ただし、製品の使⽤に関連する危険に関して、すべてをここに網羅することはできません。 

 本製品の使⽤および本製品を使⽤する全ての活動には危険が伴います。 

使⽤者はその危険について理解してください。 

 本製品の使⽤者が⾃分⾃⾝の⾏為・判断、および安全の確保について責任を負い、またそれによって⽣じる結果に 

ついても責任を負うこととします。 

⾃分⾃⾝で責任が取れない場合やその⽴場にない場合、また本書の内容を理解できない⽅は使⽤しないでください。 

 本製品の使⽤前に必ず本書を熟読し、本製品の機能とその限界について正しく理解して使⽤してください。 

 本製品を使⽤する前に、必ず地上から 2m 以下の⾼度で本製品の取扱訓練を⾏ってください。 

 本製品の使⽤⽅法がわからなければ、Kenz（E-mail︓k-ogura@kentechsystems.net）に連絡し、正しく使⽤するため
の適切な指導を受けてください。 

 本製品は使⽤⽅法を熟知していて責任能⼒のある⽅、あるいはそれらの⽅から⽬の届く範囲にて直接指導を受けられ
る⽅のみが使⽤してください。 

 本書に記載されている注意事項を無視または軽視すると、重度の障害を負うまたは死亡する危険があります。 

 ⽔に浸けたことのないロープや新しいロープは、⽔に⼀晩以上浸けて陰⼲ししてからから使⽤してください。 
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禁⽌ 

フロントカバーが開いたままの状態で使⽤
しない 

プーリーからロープが外れ墜落する危険が
あります。 

 
必ず実⾏ 

 

ライフラインおよびモバイルフォルアレス
ターを別途セットアップする 

本製品は個⼈保護⽤具（Personal 
protective equipment）ではありません。 

 
使⽤前点検を⾏い、ボルトなどの緩みがな
いことを確認する 

ロープが外れ、墜落する危険があります。 

 
使⽤前に充電式ドライバーの締め付け値
（以下、トルク）を適正な値に合わせる 

適正なトルク管理が⾏われていれば、指定
トルク値以上の⼒が充電式ドライバーに掛
かった場合、充電式ドライバーの安全装置
がはたらき、それ以上巻き上げません。 
しかし、充電式ドライバーのクラッチダイ
ヤルで適正なトルク管理を⾏わないもしく
は充電式ドライバーをドリルモードで使⽤
した場合、⼈体が損傷しても本製品が故障
しても、ロープが切断されるまでロープを
巻き上げます 

 
レスキュープランを⽴ててから作業を⾏う 

使⽤中に意識を失うもしくは動きの取れな
い状態になった場合、最短 3 分で重度の
障害を負うまたは死に⾄るおそれがありま
す。（肺⾎栓塞栓症および挫滅症候群） 

 
使⽤中に異常（異⾳、振動、不定回転）な
どを感じた場合は、直ちに使⽤を中⽌する 

Kenz までご連絡ください。 
（E-mail︓k-ogura@kentechsystems.net） 

 
傷んだロープは使⽤しない 

パワーアッセンダーによる登⾼は、動⼒を
使⽤しない登⾼に⽐べて、ロープが傷みま
す。ロープは消耗品ですので、使⽤者の責
任において傷んだロープは破棄してくださ
い。（傷んだロープを使い続ければロープ
が破断し、墜落する危険があります。） 

 

  

禁⽌ 

だぶだぶの⾐服やネックレスなどの装⾝
具は着⽤しない 

回転部に巻き込まれ、⾸が絞まり窒息す
る恐れがあります。 

 
必ず実⾏ 

 

⻑い頭髪は束ねてヘルメット内に納める 

頭髪をプーリーに巻き込まれ、頭⽪が剥
けるおそれがあります。 

 
 

⽔に浸けたことのないロープや新しいロ
ープは、⽔に⼀晩以上浸けて陰⼲ししてか
らから使⽤する 

外被が締まっていないロープを使⽤する
と、外被が破断するおそれがあります。 

 
 
 
 
 
 
 

登⾼開始の巻上時に、プーリーが回転して
いても、ロープを巻き上げない場合（空転
時）は、そのロープを使⽤しない 

規定内の太さであるロープが空回りする
ときは、プーリーはコアを掴まずに外被
だけを巻き上げています。その結果、外
被がプーリーとロープガイドの隙間に⼊
り込み、外被が破断するおそれがありま
す。 

 Kenz シールド PRO もしくはマーローロ
ープス社のプロテック500以外のロープを
使⽤しない 

本製品に掛かる荷重が 2.0kN を超える
と、極端にロープが傷みます。その傷み
に耐えられるロープは、現時点で Kenz シ
ールド PRO もしくはマーローロープス社
のプロテック 500 しかありません。 

 WLL（最⼤運⽤荷重）を守る 

WLL（最⼤運⽤荷重）を超えた荷重で使
⽤すると、減速機が故障し下降（巻き下
げ）ができなくなります。必ず WLL の範
囲内でご使⽤下さい。 

（WLL を超えて使⽤したことによる減速
機の故障は、有償修理となります。） 
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禁⽌ 

充電式ドライバーの注意事項に関しては、
充電式ドライバーに付属の取扱説明書に記
載してある注意事項に従う 

 使⽤中に第三者を近づけない 

 過度にほこりのあるところ、⽔中では使⽤
しない 

ほこりや⽔に対する影響が⼩さくなるよ
うに設計（IP56 相当の防塵・防⽔性能を
保持）していますが、故障しないことを 
保証しておりません。 
〈IP 保護等級の例〉 
 IP5X︓有害な影響が発⽣するほどの 
    粉塵が中に⼊らない（防塵型） 
 IPX6︓いかなる⽅向からの強い⽔の 
    直接噴流によっても有害な影響 
    を受けない 

 
必ず実⾏ 

本製品を使⽤した時間を管理する 

本製品は 2 年もしくは 400 時間のより短
い期間ごとに分解点検が必要です。必ず
本製品を使⽤した時間及び使⽤を開始し
た⽇付を Excel などに書きとめ管理してく
ださい。 

 使⽤する充電式ドライバーに合わせたトル
ク管理を⾏う 

【トルク値の算出⽅法】 

① フルハーネスを着⽤し本製品および
充電式ドライバーを⾝につけ、⾃分
の体重を量る。（80kg とする） 

② 本製品に充電式ドライバーを取り付
け、トルク 1（最⼩値）で巻き上げ
る。（1 では巻き上がらない） 

③ 巻き上がるところまで、トルクを 1
段階ずつ上げていく。 

④ トルク 2 で巻き上がったと仮定した
場合、80kg÷2＝40kg、トルク 1 で約
40kg（0.4kN）を巻き上げることがで
きる計算となる。 

本製品の使⽤限界荷重（WLL） 
2.5kN÷0.4＝6.25、トルク 6.25 で 2.5kN
を巻き上げられる計算となるため、トル
ク 7 以上での使⽤は禁⽌となる。 

 充電式ドライバーのドリルチャックの周り
にスリングやロープがないことを確認する 

摩擦熱でスリングやロープが熔解し切断
される危険があります。 

 他の登下降システムの機能を 

妨げないことを確認する 
 

  

 
必ず実⾏ 

本製品以外の登下降に使⽤する機材ならび
にバックアップ機材が、使⽤する国の最新
規格に適合していることを確認する 

許容された荷重内で使⽤する 

本製品が過熱し故障およびロープにダメー
ジを与えるおそれがあります。 
※本製品の使⽤限界荷重は 2.5kN です。 

適合ロープを使⽤する 

本製品で使⽤可能なロープは、Kenz シー
ルド PRO もしくは Marlow Ropes 社の
PROTEC500 のみです。 
ロープは⼀般的に経年劣化し強度が落ちま
すので、使⽤者⾃らの責任でロープを更新
してください。 

ロープは常に清潔に保つ 

砂などの付着したロープを使⽤すると、 
本製品の消耗が早まります。 
本製品の材質はアルミ材が主体のため、 
アルミ材の粉がロープに付着しロープが 
⿊ずむことがありますが、使⽤に関しては
問題ありません。 

 連続使⽤するときは、諸元表に記載された
巻き上げ距離数を守る 

定められた距離数以上の連続使⽤をすると
きは、間に 15 分間の休憩をいれてくださ
い。 

 下降スピードを守る（負荷 2.0kN未満） 

本製品の最⼤下降スピードは毎秒 1.0m で
す。それより速いスピードで下降すると内
蔵されたブレーキシステムおよびワンウェ
イクラッチに負荷が掛かり、故障するおそ
れがあります。 

 下降スピードを守る（負荷 2.0kN以上） 

本製品の最⼤下降スピードは毎秒 0.5m で
す。それより速いスピードで下降すると内
蔵されたブレーキシステムおよびワンウェ
イクラッチに負荷が掛かり、故障するおそ
れがあります。 

 制動⽅法を守る 

本書 P2 及び P3 に記載してある制動⽅法
を守ってください。特に負荷が⼤きい場合
には、カラビナなどを使⽤し抵抗を増やし
てください。 
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必ず実⾏ 

      

本製品での下降や、⼈や機材の引き下げ時
は、制動⽤ロープをロープガイドの後側へ
引き出し、さらにホルン上部から前⾯へ引
き出し、右⼿で固定し、ホルンと右⼿の握
⼒でロープをコントロールして下降スピー
ドを調整する 

本製品は、ハンドルの⾓度を変更して
も、下降スピードの調整を⾏うことがで
きません。 

本製品を落下させた場合は本製品の使⽤を
中⽌し、必ず Kenzでの検査を受ける 

充電式ドライバーは、各充電式ドライバー
メーカーの使⽤⽅法に従い取り扱う 

充電式ドライバーを低回転で３分以上使⽤
しない 

低回転で運転し続けると、充電式ドライ
バー内部の熱を排出できず内部に熱がこ
もり、オーバーヒートをおこし⾃動で停
⽌します。その際は、充電式ドライバー
内部の熱が冷めるのを待ち、再度登⾼を
開始してください。 

本製品にワンウェイクラッチ⼊⼒軸を使⽤
せず、じかに充電式ドライバーを取り付け
る場合は、充電式ドライバーに正転防⽌加
⼯を施す 

正転防⽌加⼯を⾏わずに使⽤し、もし充
電式ドライバーを正転させた場合、充電
式ドライバー⾃体が回転し、⼿⾸をひね
る、体に当たるなどして怪我を負う危険
があります。 

本製品にワンウェイクラッチ⼊⼒軸を使⽤
せず、じかに充電式ドライバーを取り付け
る際は、充電式ドライバーのチャックのセ
ンターに対して、本製品のシャフトを真っ
直ぐに取り付ける 

センターがずれていると、充電式ドライ
バーが暴れて⼿⾸をひねる、体に当たる
などして怪我を負う危険があります。 

防護⼿袋を着⽤する 

防護⼿袋は、⾰製で薄⼿のものが好まし
いです。 

 

  

 
必ず実⾏ 

      

使⽤中に壁などにぶつけない 

ように細⼼の注意を払う 

使⽤する国の法律に従って作業を⾏う 

 
バックアップ機材を準備する 

本製品は気温が低い時や荷重が⼩さい時
には、下降（巻き下げ）ができません。
本製品を⾃分のハネースに取り付けてい
る場合は、チェンジオーバー⽤の機材を
携⾏し、本製品をアンカーに取り付けて
いる場合は、メインロープとバックアッ
プロープの切り替えができるように、機
材をセットしてください 

 
エッジガードおよびローププロテクター
は、⾼効率のベアリングが内蔵されたタ
イプを使⽤する 

効率の悪いプロテクターを使⽤すると、
摩擦抵抗により、引き上げている荷重の
何倍もの荷重が本製品に掛かり、本製品
が故障します 

 
本製品に 1.4kN 以上の荷重が掛かってい
る場合、制動⽤ロープをロープガイドの
後側へ引き出し、⽀点に取り付けたカラ
ビナに制動側ロープを通し抵抗を増やし
て引き下げを⾏う 

抵抗を増やさずに巻き下げを⾏うと、⼿
を⽕傷するもしくはロープガイドに巻き
込まれるなどの危険があります。 

 
下降（引き下げ）のスピードは、制動側の
ロープを⼿で持ち、ホルンやカラビナの
抵抗と共に、⼿の握⼒を使ってコントロ
ールする 

本製品のブレーキハンドルで、下降スピ
ードの調整はできません。 
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使
⽤
前
点
検 

 
 

 
 

 

使⽤前点検 
※ 使⽤前点検で異常が発⾒された場合、墜落する危険があるので直ちに本製品の使⽤を中⽌してください。 

NSCPA-R TypeC本体 チェック 判定 

NSCPA-R 全体の傷や凹みの有無   

本製品を振ったときの異⾳の有無   

シャフトの取り付け状況（ガタがないか）   

バックカバーの取り付け状況（ガタがないか）   

ベースプレートの取り付け状況（ガタがないか）ｖ   

ハンドルの取り付け状況の確認（ガタがないか）   

ハンドルの動作状況（スムーズに回転し、元の位置にスムーズに戻るか）   

ホルンの摩耗状況（2 割以上減っていないか）   

ロープガイドの取り付け状況（摩耗やガタがないか）   

フロントカバーの取り付け状況（割れやタがないか）   

フロントカバーの開閉状況（ガタがないか）   

フロントカバー内部の摩耗状況（極端に薄くなった場所はないか）   

フロントカバーヒンジの取り付け状況（ガタがないか）   

ラッチの取り付け状況と閉まり具合（ガタががないか、フロントカバーが閉まるか）   

フロントプレートの取り付け状況（ガタがないか、スムースに回転するか）   

プーリーシャフトの取り付け状況（ガタががないか）   

プーリー内部の摩耗状況（極端な摩耗や傷がないか）   

ワンウェイクラッチ⼊⼒軸の回転状況 
（⼀⽅⽅向にはスムーズに回転し、逆⽅向への回転は制御できているか）   

充電式ドライバーを取り付け回転させたときの状況（異⾳とブレがないか）   

充電式ドライバー チェック 判定 

バッテリーの状況（満充電されているか、ロック機構は正常か）   

ドリルチャックにワンウェイクラッチ⼊⼒軸が、しっかりと取り付けられているか（⼊⼒軸の
ブレや緩みがないか）   

落下防⽌処置を⾏っているか（2 ヵ所以上の落下防⽌処置が⾏われているか）   
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事前準備 

1 充電式ドライバーの事前準備 

 2 箇所以上の落下防⽌処置を⾏ってください。 

 ワンウェイクラッチ⼊⼒軸を取り付け、ドリルチャックをしっかり締め込んでください。 

充電式ドライバーにワンウェイクラッチ⼊⼒軸を取り付ける際は、充電式ドライバーのチャックのセンターにブ
レのないようにワンウェイクラッチ⼊⼒軸を取り付けてください。 
（ワンウェイクラッチ⼊⼒軸と充電式ドライバーのセンターがずれていると充電式ドライバーが暴れて怪我を
する危険があります。） 

ドリルチャックをしっかりと締め込み、使⽤中もドリルチャックが緩んでいないか、常に確認してください。 
（⾼所でワンウェイクラッチ⼊⼒軸が外れ落下した場合、第三者までも巻き込む⼤きな事故となります。） 

 充電式ドライバーを回転させ、ワンウェイクラッチ⼊⼒軸にブレがないことを確認してください。 

 充電式ドライバーのトルクを 2.50kN 以下相当の数値に合わせてください。 

 ネジ締めモードになっていることを確認してください。 

ドリルモードの場合、トルク管理ができません。 
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事
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2 本製品の事前準備 

 カラビナホール 1 にカラビナを取り付けてくださ
い。 

カラビナは、ロック機構付きのゲートのある 
オーバル型のカラビナのみを使⽤してくださ
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 レスキュープランの作成 

 レスキュープランを作成してください。 

 レスキュープランに必要な機材を準備して 

ください。 

問題が⽣じたときに速やかに対処できるよう
にしてください。 

4 ロープのダブルチェック 

 ロープは使⽤する直前に、必ず 2 ⼈以上の⼿と⽬
でチェックを⾏ってください。 

 ロープ末端には、必ずストッパーノットを結んで 

ください。 

5 機材のダブルチェック 

 ⾝につけたすべての機材に対して、ダブルチェッ
クを⾏ってください。 

 

  

6 アンカーおよび 
ロープ固定状況の確認 

 アンカー設定後に必ず動荷重試験を⾏って 

ください。 

15kN 以上の荷重に耐えられる強度のある 
アンカーを選定してください。 

 メインロープおよびライフラインが、最⼩破断強
度（MBS）15kN 以上のアンカーに固定されてい
ることを確認してください。 

 ロープが、確実にエイトノット以上の強度のある
結び⽬でアンカーに固定されていることを確認し
てください。 

7 エッジの確認 

 ライン上にエッジがある場合は、必ず⾼効率のベ
アリングが⼊ったエッジガードやローププロテク
ターを使⽤してください。動くロープに対して、
布製、⾦属製およびプラスチック製のエッジガー
ドやローププロテクターを使⽤すると、本製品に
掛かる荷重が、引き上げている荷重の 2 倍以上に
になることがあります。 
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機能テスト及び登下降⼿順 
機能テスト 

 

1 プーリーにロープを巻き掛ける 

 フロントカバーを開きロープガイドからロープを
丸めて押し込み、フロントプレートを回転させ、
ロープを引き出し、フロントプレートをくぐら
せ、ロープをプーリーに巻き掛けてください。 

 

2 プーリー内部にロープを押し込
む 

 ロープを⼿で絞り、プーリー内部にロープを押し
込んでください。 

 

  
 更に指を使い、フロントカバー取り付け部付近のロ

ープを、プーリー内部に押し込んでください。 

 

3 フロントカバーを閉める 

 ベースプレートとフロントプレートを合わせてカラ
ビナを通し、フロントカバーを閉めてください。 

プーリー内部にロープを押し込まずにフロントカ
バーを閉めると、フロントカバーが破損します。 

 

 

4 本製品を⾝体へ装着する 

本製品をメイン環に取り付けるまでの落下防
⽌対策として、カラビナホール 2 にランヤード
を掛けておくと効果的です 

 

 

特にこの部分を狭
く押し込む 

危険 

完全に閉じていることを確認する 
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5 充電式ドライバーを取り付ける 

 ワンウェイクラッチ⼊⼒軸を、 

本製品のシャフトに差し込んでください。 

 

6 本製品に荷重が掛かった状態で
充電式ドライバーを１秒間逆転
させる 

 本製品から制御側のロープを右⼿で引き出し、ロ
ープが巻き上がるのを確認してください。（地上
から両⾜が少し浮く程度の距離を登⾼します。） 

7 本製品から充電式ドライバーを
引き抜く 

 本製品が下降しないことを確認して 

ください。 

8 ロープを巻き付ける 

 制動側ロープをロープガイド後側へ 

繰り出し、ホルン上部から前側へ持ってきてくだ
さい。 

 

 

  

9 下降態勢をとる 

 右⼿で制動側ロープをしっかりと握り、ロープを強
く握ったまま下降姿勢をとり、左⼿でハンドルをハ
ンドルストッパーに当たるまで押し下げてくださ
い。 

右⼿で握っているロープが緩むと、下降を始め
ますので注意してください。 

 
 
 
 
 

10 下降する 

 ロープガイド、ベースプレート、ホルン及び右⼿握
⼒の抵抗により動きを⽌めているロープに対して、
右⼿の握⼒を緩めて抵抗を減らし、アンカー側のロ
ープが緩むまで下降して下さい。 

 

 

ホルンの抵抗と右⼿の握⼒でスピード調整 

ハンドルがストッパーに当たるまで押し下げる 

２カラビナホールの後側へ 

ホルンの前側へ 
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登下降⼿順（機能テストと同じ⼿順で⾏う） 

 

1 再度、充電式ドライバーを本製
品に取り付けて登⾼を開始する 

※ 登⾼開始時から約 3ｍ登⾼するまでは、本製品から
制御側のロープを⼿で引き出して下さい。 

2 登⾼終了後、本製品から充電式
ドライバーを引き抜く 

3 ロープを巻き付ける 

 制動側ロープをロープガイド後側へ繰り出し、 

ホルン後部からホルン前部へ持ってきてくださ
い。 

4 下降態勢をとる 

 下降体勢をとり、右⼿で制動側ロープをしっかり
と握り、ロープを強く握ったまま左⼿でハンドル
を操作します。その後、ハンドルを押し下げてい
くと下降が始まります。ハンドルは、ストッパー
に当たるまで押し下げてください。 

5 毎秒1.0ｍ以下のスピードで 
任意の場所まで下降する 

 右⼿の握⼒を弱めて固定しているロープを 

滑らせて、下降してください。 

※ ハンドルの⾓度で下降速度の調整はできません。 

荷重が⼤きい場合 

ホルン⼿前へ引き出したロープを、さらにホルン後
側へ折り返すもしくは、カラビナを介するなどして
抵抗を増やして下降してください。 

 

  

6 左⼿をハンドルから離す 

 ハンドルがロック位置まで戻ったことを確認して
ください。 

7 右⼿をロープから離す 

※ ハンドルがロック位置まで戻ったことを確認して
から右⼿をロープから離してください。 

 

折り返す 
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資材や⼈の引き上げ／引き下げ⼿順 

1 本製品にロープを巻き掛ける 

 

 
 
 
 
 
 
 

2 本製品をアンカーに取り付ける 

 本製品のカラビナホール 1 に接続されたカラビナ
をアンカーに取り付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

3 登下降⼿順の要領で 
資材の荷揚げ荷下ろしを⾏う 

 本製品の荷重側ロープに資材や⼈が接続されていれ
ば正常です。 

4 荷重が2.0kNを超える場合 

 ロープガイド後側から引き出したロープは、ホル
ンで折り返す若しくはカラビナを増設し抵抗を増
やすなどの処置を⾏い、引き下げを⾏ってくださ
い。その際の引き下げスピードは、最速でも 0.5

ｍ/秒としてください。 
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定期点検／お⼿⼊れ／保管 
定期点検 

 下記に従い、3 か⽉ごとに実施してください。 

 Kenz および Kenz が公認した会社による定期点検は、2 年毎もしくは使⽤時間の累計が 400 時間のうち、短い期間内で
点検が必要です。（本製品は最新のワンウェイクラッチおよびブレーキ機構を取り⼊れていますので、最低でも 2 年に 1

回以上のブレーキ機構の分解点検が必要です。） 

 

 
NSCPA-R TypeC本体 チェック 判定 

NSCPA-R 全体の傷や凹みの有無   

本製品を振ったときの異⾳の有無   

シャフトの取り付け状況（ガタがないか）   

バックカバーの取り付け状況（ガタがないか）   

ベースプレートの取り付け状況（ガタがないか）ｖ   

ハンドルの取り付け状況の確認（ガタがないか）   

ハンドルの動作状況（スムーズに回転し、元の位置にスムーズに戻るか）   

ホルンの摩耗状況（2 割以上減っていないか）   

ロープガイドの取り付け状況（摩耗やガタがないか）   

フロントカバーの取り付け状況（割れやタがないか）   

フロントカバーの開閉状況（ガタがないか）   

フロントカバー内部の摩耗状況（極端に薄くなった場所はないか）   

フロントカバーヒンジの取り付け状況（ガタがないか）   

ラッチの取り付け状況と閉まり具合（ガタががないか、フロントカバーが閉まるか）   

フロントベースの取り付け状況（ガタがないか、スムースに回転するか）   

プーリーシャフトの取り付け状況（ガタががないか）   

プーリー内部の摩耗状況（極端な摩耗や傷がないか）   

ワンウェイクラッチ⼊⼒軸の回転状況 
（⼀⽅⽅向にはスムーズに回転し、逆⽅向への回転は制御できているか）   

充電式ドライバーを取り付け回転させたときの状況（異⾳とブレがないか）   

充電式ドライバー チェック 判定 

ドリルチャックの歪み状況（回転させた時にブレはないか）   

スイッチ類の状況（全ての動作が正常に⾏われるか）   

 
 

点検⽇付︓    年   ⽉   ⽇ 

点検者名︓ 


